
チャペル週報�

関西学院宗教センター�
２００７．１．９～１.１２　No.２６�

新しい歌を主に向かって歌え。�
主は驚くべき御業を成し遂げられた。�
右の御手、聖なる御腕によって�
主は救いの御業を果たされた。�
（詩篇 ９８：１）�



☆チャペル・スケジュール☆

時間　１０：３５～１１：０５　　場所　各学部チャペル�

◇ランバス早天祈祷会　毎金曜日　午前８：２０～８：4０　於：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原）�
　　１月１２日（金）新年を迎えて　＊震災１２周年１月１７日 平　松　一　夫�
◇総合政策学部早天祈祷会　毎水曜日　午前８：４０～　　　於　Ｉ号館312教室�
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前　島　宗　甫 （常任理事）

鈴　木　慎　梧�

文・経済学部合同チャペル　　於：文学部チャペル�

希望をもって ⑧  打樋啓史（宗教主事）�

栗　林　輝　夫 （宗教主事）�

文・経済学部合同チャペル　　於：文学部チャペル�

辻　　　　　学 （宗教主事）�

樋　口　　　進 （宗教センター宗教主事）�

�

�

�

新年礼拝　「新しい心で」　松木真一（宗教主事）�

ハンドベルクワイアと聖歌隊　理工学部ハンドベル／KSC Choir�

キリスト教音楽にふれよう３�

アンドレアス・ルスターホルツ（宣教師）�

栗　林　輝　夫 （宗教主事）�

舟　木　　　讓 （宗教主事）�

新　倉　貴　士 （商学部教授）�

今　泉　信　宏 （宗教主事）�

嶺　重　　　淑 （神学部専任講師）�

阪　倉　篤　秀 （文学部教授・学部長）�

学年末にあたって　高坂健次（社会学部教授・学部長）�

卒業生をおぼえて　根岸　紳（経済学部教授・学部長）�

梶　浦　昭　友 （商学部教授・学部長）�

最終礼拝　－阪神・淡路大震災を想起しつつ�

１月９日（火）�
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１月10日（水）�
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１月11日（木）�

�
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�

１月12日（金）�

大学合同チャペル（西宮上ヶ原キャンパス）�

　阪神淡路大震災１２周年メモリアルチャペル�

　栗林輝夫（法学部宗教主事）於 中央講堂�



新しい年、新しい一日�

　朝７時１５分、中学部の正門前、重いかばんを背負い、白い息を吐きながら

農道を上ってくる生徒たちと挨拶を交わすことから、私の一日は始まります。

生徒たちはもちろん、地元の方ともだんだん顔見知りになり、お互いに挨拶を

するようになりました。中学部の生徒も、そして私自身も多くの出会いによっ

て成長させられてきたことを、新しい年を迎えた今、改めて実感しています。�

　毎年、中学部の三年生は、秋の長崎の修学旅行で、被爆者である下平作江さ

んのお話を聞きます。長崎の原爆で家族を失いながら、ご自身も病におかされ

ながらも決してそれに負けずに、若い人々に大切なメッセージを伝えておられ

ます。「平和の原点は人の痛みのわかること。皆さんは死ぬ勇気より、生きる

勇気を選んでください。」と、淡々と語られるその言葉に、生徒たちは微動だ

もせずに聞き入っていました。講演が終わったあと、下平さんにお礼の握手を

求める生徒たちもいました。�

　また、同じく秋の宗教運動では、阪神淡路大震災で最愛の弟さんを亡くされ

た後、伝道のために世界を回っておられるゴスペルシンガーの森祐理さんから、

「エチオピアの多くの子供たちの夢は、大人になること。飢餓と貧困で５歳に

なるまでに多くの子供たちが亡くなってゆく中、それでも彼らは夢を持って生

き続けています。皆さんには自分にしかできない役割が与えられているのです。」 

とのお話を伺いました。�

　若いときは、自分の夢に向かって一生懸命努力してきました。誰もがそうだ

と思います。�

でも、今の自分の夢は、この関西学院の上ヶ原と神戸三田のキャンパスが、そ

してやがてできる宝塚の初等部の校庭が、生徒たちと教職員の楽しそうな姿に

いつまでも包まれていることです。出会いの中で、大きな役割を与えられなが

らも、そこに生かされる喜びを感じて生きてゆくことができたら、こんな素晴

らしいことはありません。新しい年、新しい一日、新しい出会いが必ず待って

いる、そしてそれは神様が与えてくださる意味のある出会いであるとお互い信

じて、毎日を歩んでいきたいと思います。�

�（中学部長）�

安 田 栄 三 �



● 阪神淡路大震災１２周年メモリアルチャペル�

　　２００７年１月１０日（水）１０：３５～１１：０５�

　　　西宮上ヶ原キャンパス　　栗林輝夫（法学部宗教主事）　於：中央講堂�

�

● ＣＤライブラリー�

　　宗教センターには教会音楽に関するＣＤを備えています。本学学生及び教職

　員であればどなたでも利用できますので、希望者は事務室までどうぞ。�

�

● 使用済み切手収集にご協力ください�

　　本学では、日本キリスト教海外医療協力会（ＪＯＣＳ）切手部の活動に協力

　し、使用済み切手の収集をしています。記念切手、外国切手だけでなく、通常

　切手も対象としています。宗教センター常設の回収箱にお届けください。�

�

● チャペルオルガニスト卒業演奏会�

　　各学部チャペルをはじめ各種式典などでオルガン奏楽を務めるチャペル・オ

　ルガニストから、今春７名が関西学院大学を巣立ちます。また、特別に大学院

　博士課程前期課程修了見込１名も演奏致します。それぞれ学生時代の思い出を

　胸に、これまでのレッスンと練習そしてチャペルでの経験すべてをこの日の演�

　奏に託します。どうぞご来場いただき、学生時代最後の演奏に拍手をお願いし

　ます。�

　　　日時：２００７年３月３日（土）１３：００�

　　　会場：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原）�

�

● 今号が今年度「チャペル週報」の最終号です�

　　２００７年度は４月９日（月）号からの発行となります。新年度のチャペル

　や宗教センター、あるいは宗教活動委員会主催の催し物などのご案内をしてい

　きます。また瞑想欄では、教職員の方々によるメッセージやエッセイを掲載し

　ますのでご期待ください。�
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